
文
部
省
印
行
「
理
事
功
程
」
の

新
島
襄
自
筆
下
書
と
そ
の
参
照
文
献
に
つ

明
治
四
年
の
岩
倉
具
視
を
特
命
全
権
大
使
と
す

る
米
欧
派
遺
使
節
団
中
に
あ
っ
て
文
教
関
係
の
調

査
視
察
の
任
に
当
っ
た
文
部
理
事
官
田
中
不
二
磨

の
報
告
書
「
理
事
功
程
」
(
文
部
省
刊
、
明
治
六
年

十
二
月
S
八
年
九
月
に
わ
た
ウ
て
逐
次
刊
行
さ
れ
た
全

十
五
巻
の
和
装
木
版
本
と
明
治
十
年
六
月
再
版
の
洋
装

合
冊
本
の
二
種
が
あ
る
)
と
新
島
襄
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
本
誌
上
に
も
駒
井
四
郎
氏
の
一

文
が
あ
っ
て
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
非
常
に
深

い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
事
実
関
係
に
つ
い
て
は

不
分
明
な
点
が
多
々
あ
っ
て
十
分
な
調
査
研
究
が

な
さ
れ
て
い
な
い
憾
な
し
と
は
し
な
い
。
例
え
ば

田
中
不
二
磨
は
当
時
随
員
と
し
て
長
与
莱
継
(
専

斉
)
、
中
島
永
元
、
従
者
と
し
て
今
村
和
郎
、
近
藤

昌
綱
、
内
村
良
蔵
の
文
部
官
僚
を
連
れ
て
出
発

し
、
米
国
で
は
富
田
鉄
之
助
の
協
力
、
得
た
の
で

あ
る
が
「
理
事
功
程
」
作
成
に
つ
い
て
の
各
人
の

役
割
が
、
長
与
が
医
学
、
衛
生
方
面
の
調
査
視
察

を
し
た
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
他
の
人
々
に
つ

い
て
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
点
が
多
い
。

と
こ
ろ
で
最
近
、
京
都
大
学
教
育
学
部
比
較
教

育
学
の
小
林
哲
也
助
教
授
に
御
教
示
い
た
だ
い
た

り
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
若
干
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
K
す
る
。

新
島
遺
品
庫
中
に
は
「
理
事
功
程
」
の
た
め
の

新
島
自
筆
下
書
が
六
点
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
の
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
エ
ー
デ
ン
兆
よ
び
ノ
ル
ウ

エ
ー
関
係
の
下
書
の
内
容
は
刊
行
さ
れ
た
「
理
事

功
程
」
に
は
何
故
か
載
っ
て
い
な
い
。
こ
の
下
喬

に
は
「
合
衆
国
内
地
事
務
局
三
プ
千
八
百
七
十
二

年
刊
行
セ
シ
リ
ポ
ル
ト
=
ヨ
ル
:
:
・
:
:
」
の
二

が
あ
り
、
こ
れ
を
手
が
か
り
に
追
及
し
て
み
る
と

こ
れ
は
「
刈
Φ
で
0
斗
 
0
一
一
げ
Φ
 
n
0
ヨ
券
一
拐
一
0
出
曾
 
0
{

国
住
仁
0
登
0
口
」
(
名
N
m
げ
一
昌
叫
一
0
0
 
0
0
ぐ
ゆ
ヨ
昌
ゆ
具

ヤ
門
亘
一
出
叫
 
0
ミ
0
Φ
)
の
こ
と
で
あ
り
、
口
ゆ
勺
理
一
'

ヨ
ゆ
具
 
0
一
一
ず
Φ
一
具
Φ
"
-
0
門
"
則
兵
ゆ
W
=
 
0
{
国
ル
仁
'

容
牙
口
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
千
八
百
七
十

一
年
度
の
則
ル
§
二
0
口
昔
勺
R
ゆ
一
的
=
0
0
旨
ミ
ゆ
m

項
中
の
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
エ
ー
デ
ン
お
よ
び
ノ
ル

ウ
エ
】
の
個
所
を
そ
の
ま
X
翻
訳
し
た
の
が
こ
の

下
書
で
あ
る
。
次
に
残
り
の
下
轡
は
ド
イ
ツ
・
プ

ロ
シ
ャ
の
公
学
校
の
規
則
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
若

干
の
字
句
の
異
同
が
あ
る
に
せ
よ
「
理
事
功
程
」

に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
独
乙
国
公
学
校

の
規
則
銘
三
篇
」
と
標
題
の
あ
る
下
書
の
末
尾

に
「
マ
ー
ル
ク
パ
テ
ィ
ソ
ン
氏
独
乙
国
^
学

校
り
ポ
ル
ト
の
撮
要
」
と
あ
る
(
刊
本
の
「
理
ψ
功

て

同
志
社
社
史
史
料
編
集
所

程
」
で
は
「
右
ハ
英
人
ア
ー
ル
、
パ
テ
ィ
ソ
ン
氏
ノ

」
と
あ
る
)
。
こ
れ
は
、
英
国
の
作
家
で
あ
り
ミ

ル
ト
ン
の
研
究
家
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
り
ン

カ
ン
・
カ
レ
ッ
、
ジ
の
学
長
を
つ
と
め
た
ミ
曾
片

ヤ
昇
牙
0
口
の
「
刈
g
0
門
叶
 
0
=
昔
ゆ
 
m
一
昇
Φ
 
0
{

国
一
Φ
ヨ
●
昇
嬰
イ
国
血
に
n
昇
一
0
目
一
=
の
R
ヨ
仙
=
イ
一
]
伽
の
]
」

の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
従
来
「
理
事
功
程
第

九
巻
中
五
九
二
1
三
頁
(
洋
叢
本
)
の
受
業
時
間

の
合
計
が
本
来
二
十
九
時
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が

二
十
八
時
と
な
っ
て
船
り
、
新
島
の
下
書
、
問
違

つ
て
二
十
八
と
な
っ
て
お
り
、
間
違
い
が
そ
の
ま

、
印
行
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

パ

チ
ソ
ン
の
レ
ポ
ー
ト
そ
の
も
の
、
二
十
九
と
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
が
二
十
八
と
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ

る
0

「
理
事
功
程
」
は
内
容
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ィ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
(
新
島
の
下

書
と
は
全
く
別
内
容
)
、
ロ
シ
ャ
各
国
の
教
育
法
規
が

き
わ
め
て
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

新
島
が
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
草
稿
を
書
い
た
の

か
ど
う
か
今
日
で
は
確
証
を
得
ら
れ
な
い
0
 
た
と

え
ば
「
理
事
功
程
」
中
の
和
蘭
学
制
は
明
治
二
年

開
成
学
校
官
版
の
内
田
正
雄
訳
「
和
蘭
学
制
」
と

内
容
的
に
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス

語
の
で
き
な
か
っ
た
新
島
襄
に
フ
ラ
ン
ス
学
制
を

原
語
か
ら
訳
せ
な
い
の
は
当
然
と
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
学
制
に
つ
い
て
は
明
治
六
年
に
佐
沢
太
郎
訳
、

河
津
祐
之
閲
「
仏
国
学
制
」
が
文
部
省
よ
り
刊
打

さ
れ
て
霜
り
、
こ
の
訳
者
佐
沢
大
郎
が
「
理
事
功

程
」
中
の
仏
国
の
部
の
訂
正
補
訳
を
し
た
こ
と
か

知
ら
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
諦
頁
へ
)
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一
一
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